
　環境に関わる研究者らを招いて

　　１．日本で今後50年間に問題となりそうな環境問題のリストアップ・整理

　　２．どのような影響が問題になるかを明確にして、その枠組みを使って、

　　　環境問題を比較評価

　一般の方々にも参加いただき

　牛乳容器を例に説明します。紙パックはごみの発生量が

比較的多く、ガラスビン（リサイクル）は排水の量が比較的

多いという科学的情報が得られているとします。ごみの問

題と排水の問題のどちらをどのくらい重視するかの価値判

断をして初めて、どちらが環境にやさしいかを決めること

ができます。

＊文部科学省戦略的基礎研究「社会的受容性獲得のための情報伝達技術の

  開発」が開発中のトレードオフデータベースを参考に作成

●どちらが「環境にやさしいか」で
　悩むことはありませんか？

たとえば、
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●環境問題を影響の重大さの観点から
　比較検討するワークショップ

☆環境問題全体を15種類の環境問題に整理
（右のグラフに示す）

＊人の生存・健康への影響

＊生産・生活基盤への影響

＊生物および生態系への影響

＊不安・不公平感などの精神的影響

☆４つの「環境への影響の行き着く先」

☆市民や研究者らによる環境問題間の重み付け

KJ法による問題整理 グループディスカッション

●環境問題の中で何を重視するかで、
　その答は違ってきます。

＊ 比較対象や評価基準の定義を明確にして、理解を共有することが重要である

＊ 市民による重み付けは科学的情報の提供とグループディスカッションにより、  

   収束に向かった

●得られた知見

＊ できる限り定量的な科学的情報を収集、整理、提供する

＊ 議論する時間を十分に設ける

＊ 異なる集団による重み付けを繰り返し、結果を比較する

＊ 個人の重み付けから集団の重み付けを求める方法を改善する

●課　題
＊ 環境問題の相対的な重大さを比較する必要がある

 ・対象とする環境問題、評価基準となる影響の行き着く先を明確にする

＊ 市民と研究者らとのコミュニケーションが重要である

 ・直観のみに頼らないで、できる限り科学的情報に基づいて評価する

 ・立場が異なる人による価値判断にも配慮する 

●まとめ：どちらが「環境にやさしいか」を考えるために

研究者らが重大と考えた環境問題と影響

　　　　　　　　　　　　　　   地球規模大気変動

　　　　　　　　　　　　　   近隣諸国との間での環境問題

　　　　　　　　　　　　  地域大気汚染

　　　　　　　　　　　  有害化学物質汚染

　　　　　　　　　　  暮らしに潜む汚染

　　　　　　　　　  感覚公害

　　　　　　　　  身近な環境の人工化

　　　　　　　 生物相のバランス

　　　　　　 大規模自然開発

　　　　　 土地（土壌）の劣化

　　　　 河川・湖沼の水質汚濁

　　　 海洋汚染

　　 迷惑施設の立地（NIMBY問題）

　大量生産・大量消費・大量廃棄

放射線・電磁波
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ここでの重みの求め方

１．各影響別に環境問題を比較し、

　100点満点の点数付けを行う

２．影響を比較し、

　100点満点の点数付けを行う

３．両者を掛け合わせた後、

　合計が１となるように基準化する

４．研究者ら24名の平均を取る

価値判断

「ごみの方が問題」

「排水の方が問題」

紙パック

「こちらの方が環境にやさしい」
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